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国際バカロレア・ディプロマ・プログラム認定校における教育課程の 

基準の特例の一部改正に伴う指導要録及び調査書の取扱いについて 

 

 

 「国際バカロレア・ディプロマ・プログラム認定校における教育課程の基準の

特例」（平成27年文部科学省告示第127号）の一部改正及び国際バカロレア・ディ

プロマ・プログラムの科目と高等学校学習指導要領の科目の対応関係について

は、「国際バカロレア・ディプロマ・プログラム認定校における教育課程の基準

の特例の一部を改正する告示について（通知）」（令和３年12月28日付け３文科初

第1766号文部科学省初等中等教育局長・高等教育局長・大臣官房国際課長連名通

知。以下「令和３年通知」という。）及び「国際バカロレア・ディプロマ・プロ

グラムの科目における高等学校学習指導要領の内容事項等の取扱いについて」

（令和３年12月28日付け事務連絡。以下「令和３年事務連絡」という。）により

お知らせしたところです。 

 このことに伴う指導要録（高等学校（全日制の課程・定時制の課程）生徒指導

要録（参考様式）及び高等学校（通信制の課程）生徒指導要録（参考様式）、以

下同じ。）及び大学入学者選抜の調査書の取扱いについては、下記のとおりとし

ますので、十分に御了知の上、御対応いただきますようお願いします。 

 なお、令和４年４月１日より前に高等学校（中等教育学校の後期課程を含む。

以下同じ。）に入学した生徒に係る指導要録及び調査書の取扱いについては、「学

校教育法施行規則の一部を改正する省令及び国際バカロレア・ディプロマ・プロ

各都道府県・指定都市教育委員会指導事務主管課 

各 都 道 府 県 私 立 学 校 主 管 部 課 

附属学校を置く各国公立大学法人附属学校事務主管課  

構造改革特別区域法第 12 条第１項の認定を受けた 

各地方公共団体の学校設置会社担当課  

 

御中 

国際バカロレア・ディプロマ・プログラム認定校における教育課程の基準の

特例の一部改正に伴う指導要録等の取扱いについてお知らせします。 



グラム認定校における教育課程の基準の特例の制定に伴う指導要録及び調査書

の取扱いについて」（平成 28 年３月 25 日付け事務連絡）を適用いただきますよ

うお願いします。 

 本事務連絡が国際バカロレア・ディプロマ・プログラム認定校である高等学校

を対象としていることを踏まえ、各都道府県教育委員会におかれては、所管の高

等学校及び域内の高等学校を所管する指定都市を除く市町村教育委員会に対し

て、各指定都市教育委員会におかれては所管の高等学校に対して、各都道府県及

び構造改革特別区域法（平成 14 年法律第 189 号）第 12 条第１項の認定を受け

た各地方公共団体におかれては、所轄の高等学校及び学校法人等に対して、附属

学校を置く各国公立大学におかれては、その管下の高等学校に対して、このこと

を周知くださるようお願いします。 

 

 

記 

 

 

１．指導要録の取扱いについて 

（１）別紙１中Ⅰに掲げる科目について 

 別紙１中Ⅰの左欄に掲げる国際バカロレア・ディプロマ・プログラムの科目の

履修及び単位の修得をした場合、様式１（学籍に関する記録）裏面の「科目」及

び「修得単位数の計」の欄においては、それぞれ、学校設定科目又は学校設定教

科に関する科目（以下「学校設定科目等」という。）として当該科目の名称及び

修得単位数の計を記載できること。また、様式２（指導に関する記録）の「各教

科・科目等の学習の記録」の「各教科・科目等」、「観点別学習状況」、「評定」、

「修得単位数」及び「修得単位数の計」の欄においては、それぞれ、学校設定科

目等として当該科目の名称、観点別学習状況、評定、修得単位数及び修得単位数

の計を記載することができること。 

また、別紙１中Ⅰの中欄に掲げる高等学校学習指導要領の科目については、様

式１（学籍に関する記録）裏面の「修得単位数の計」の欄及び様式２（指導に関

する記録）の「各教科・科目等の学習の記録」の「備考」の欄に、平成 27 年文

部科学省告示第 127 号に基づき、国際バカロレア・ディプロマ・プログラムの科

目の履修及び単位の修得をもって当該科目の履修及び単位の修得とみなしてい

る旨を記載することができること。 

 

（２）別紙１中Ⅱに掲げる科目について 

 別紙１中Ⅱの左欄に掲げる国際バカロレア・ディプロマ・プログラムの科目の



履修及び単位の修得をした場合、様式１（学籍に関する記録）裏面の「科目」及

び「修得単位数の計」の欄においては、それぞれ、学校設定科目等として当該科

目の名称及び修得単位数の計を記載できること。様式２（指導に関する記録）の

「各教科・科目等の学習の記録」の「各教科・科目等」、「観点別学習状況」、「評

定」、「修得単位数」及び「修得単位数の計」の欄においては、それぞれ、学校設

定科目等として当該科目の名称、観点別学習状況、評定、修得単位数及び修得単

位数の計を記載することができること。 

 また、別紙１中Ⅱの中欄に掲げる高等学校学習指導要領の科目については、様

式１（「学籍に関する記録」）裏面」の「修得単位数の計」の欄及び様式２（指導

に関する記録）の「各教科・科目等の学習の記録」の「備考」の欄に、令和３年

事務連絡に基づき、国際バカロレア・ディプロマ・プログラムの科目の履修及び

単位の修得をもって当該科目の履修及び単位の修得と代替している旨を記載す

ることができること。 

 

（３）別紙１中Ⅲに掲げる科目について 

 教育課程特例校制度を活用して設置した学習指導要領の内容事項が適切に取

り扱われた新科目の履修及び単位の修得をした場合、様式１（学籍に関する記録）

裏面の「科目」及び「修得単位数の計」の欄においては、それぞれ、学校設定科

目等として当該科目の名称及び修得単位数の計を記載することができること。

様式２（指導に関する記録）の「各教科・科目等の学習の記録」の「各教科・科

目等」、「観点別学習状況」、「評定」、「修得単位数」及び「修得単位数の計」の欄

においては、それぞれ、学校設定科目等として当該科目の名称、観点別学習状況、

評定、修得単位数及び修得単位数の計を記載することができること。 

 また、対応関係を求めた高等学校学習指導要領の科目については、様式１（学

籍に関する記録）裏面の「修得単位数の計」の欄及び様式２（指導に関する記録）

の「各教科・科目等の学習の記録」の「備考」の欄に、教育課程特例校制度を活

用して設置した新科目の履修及び単位の修得をもって当該科目の履修及び単位

の修得と代替している旨を記載することができること。 

 

（４）国際バカロレア・ディプロマ・プログラムの科目を履修した場合の観点別

学習状況の評価及び評定について 

 国際バカロレア・ディプロマ・プログラムの科目のうち学校設定教科に関する

科目に該当する科目ついて、当該科目の目標や内容等から数値的な評価がなじ

まない場合には、「小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校等における児童

生徒の学習評価及び指導要録の改善等について（通知）」（平成 31 年３月 29 日

付け 30 文科初第 1845 号文部科学省初等中等局長通知）別紙３Ⅱ１（３）に基づ



き、観点別学習状況の評価や評定は行わず、学習の状況や成果などを踏まえて、

「総合所見及び指導上参考となる諸事項」に所見等を端的に記述するなど、評価

の在り方等について工夫することができること。 

 

２．大学入学者選抜の調査書の取扱いについて 

 大学入学者選抜における国際バカロレア・ディプロマ・プログラムの科目に係

る調査書の取扱いについては、毎年度６月頃に大学・高等学校関係団体の代表者

等による協議を経て策定される「大学入学者選抜実施要項」を参照すること。 

  

 

 

〔別紙１〕国際バカロレア・ディプロマ・プログラムの科目と高等学校学習指導

要領の科目等との対応関係について 

〔別紙２〕高等学校（全日制の課程・定時制の課程）生徒指導要録（参考様式）

記入例  

※高等学校（通信制の課程）生徒指導要録（参考様式）の記入に当た

ってもこれを参考すること 

 

 

 

【本件担当】 

＜指導要録について＞ 

文部科学省初等中等教育局 

教育課程課教育課程企画室審議・調整係 

TEL：03-5253-4111（内線：2369） 

e-mail：kyokyo@mext.go.jp 

 

＜調査書について＞ 

文部科学省高等教育局 

大学振興課大学入試室入試第三係 

TEL：03-5253-4111（内線：4902） 

e-mail：gaknyusi@mext.go.jp 

 



別紙１

ランゲージＡ：ランゲージ・アンド・リタラ
チャー

現代の国語、言語文化

ランゲージＡ：リタラチャー 言語文化

ジオグラフィー 地理総合

ヒストリー 歴史総合

マセマティックス：アナリシス
 ・アンド・アプローチズ

数学Ⅰ

マセマティックス：アプリケーションズ・
アンド・インタープリテーション

数学Ⅰ

フィジックス 物理基礎

ケミストリー 化学基礎

バイオロジー 生物基礎

ミュージック 音楽Ⅰ

ヴィジュアル・アーツ 美術Ⅰ

ランゲージＢ 英語コミュニケーションⅠ

セオリー・オブ・ナレッジ 総合的な探究の時間

ランゲージＡ：ランゲージ・アンド・リタラ
チャーＳＬ

論理国語、文学国語、国語表現

ランゲージＡ：ランゲージ・アンド・リタラ
チャーＨＬ

論理国語、文学国語、国語表現、古典探究

ランゲージＡ：リタラチャー 論理国語、文学国語、国語表現、古典探究

ジオグラフィー 地理探究

ヒストリー 日本史探究、世界史探究

エコノミクス 政治・経済

マセマティックス：アナリシス
 ・アンド・アプローチズＳＬ

数学Ⅱ、数学Ⅲ、数学A、数学B

マセマティックス：アナリシス
 ・アンド・アプローチズＨＬ

数学Ⅱ、数学Ⅲ、数学A、数学B、数学Ｃ

マセマティックス：アプリケーションズ・
アンド・インタープリテーションＳＬ

数学Ⅱ、数学A、数学B

マセマティックス：アプリケーションズ・
アンド・インタープリテーションＨＬ

数学Ⅱ、数学Ⅲ、数学A、数学B、数学Ｃ

フィジックス 物理

ケミストリー 化学

バイオロジー 生物

ミュージック 音楽Ⅱ、音楽Ⅲ

ヴィジュアル・アーツ 美術Ⅱ、美術Ⅲ

ランゲージB 英語コミュニケーションⅡ、英語コミュニケーションⅢ、論理・表現Ⅰ、論理・表現Ⅱ、論理・表現Ⅲ

Ⅲ

○高等学校学習指導要領の教科・科目との対
応関係を求める場合、教育課程特例校制度を
活用して、高等学校学習指導要領の内容事項
等が適切に取り扱われた新科目を設置するこ
と。なお、教育課程特例校制度を活用して、国
際バカロレア・ディプロマ・プログラム「ランゲー
ジＡ：リタラチャー」と高等学校学習指導要領
「現代の国語」の対応関係を求める際の留意
事項等については、別紙を参照されたい。

○新告示第３号により、学校設定教科・科目と
して設定した国際バカロレア・ディプロマ・プロ
グラムの科目について修得した単位数は、合
わせて36単位を超えない範囲で卒業に必要な
単位数のうちに加えることができる。

○新告示（※）第１号により、新告示第２号の
基準を満たしている場合、左欄に掲げる国際
バカロレア・ディプロマ・プログラムの科目の履
修及び単位の修得をもって、右欄に掲げる高
等学校学習指導要領の必履修教科・科目等の
履修及び単位の修得をしたものとみなすことが
できる。その際、修得したものとみなすことがで
きる単位数は、高等学校学習指導要領に規定
する標準単位数以下の単位数に限る。

○大学入学者選抜においては、左欄に掲げる
国際バカロレア・ディプロマ・プログラムの科目
の単位の修得をもって、右欄に掲げる高等学
校学習指導要領の必履修教科・科目等の単位
の修得をしたものとみなすこと。

国際バカロレア・ディプロマ・プログラムの科目と高等学校学習指導要領の教科・科目等との対応関係について

Ⅰ

Ⅰ又はⅡに該当しない国際バカロレア・ディプロマ・プログラムの科目と高等学校学習指導要領の教科・科目

Ⅱ

○左欄に掲げる国際バカロレア・ディプロマ・プ
ログラムの科目と右欄に掲げる高等学校学習
指導要領の教科・科目には対応関係が認めら
れる。

○新告示第３号により、学校設定教科・科目と
して設定した国際バカロレア・ディプロマ・プロ
グラムの科目について修得した単位数は、合
わせて36単位を超えない範囲で卒業に必要な
単位数のうちに加えることができる。

○大学入学者選抜においては、左欄に掲げる
国際バカロレア・ディプロマ・プログラムの科目
の単位の修得をもって、右欄に掲げる高等学
校学習指導要領の教科・科目の単位の修得と
代替しているものとするなど、各大学において
適切に判断されたい。

（※）「国際バカロレア・ディプロマ・プログラム認定校における教育課程の基準の特例の一部を改正する告示」（令和３年文部科学省告示第２０２号）による改正後の「国際バカロレア・ディプロマ・プ
ログラム認定校における教育課程の基準の特例」（平成２７年文部科学省告示第１２７号）



様式１（学籍に関する記録）

ホームルーム
担任者氏名印

転学・退学

区分 学年 1

年　　度

入学前の経歴

　　　　　年度

保
　
護
　
者

ふりがな

　　　　　年度 　　　　　年度

現住所

2

氏　名

3

校長氏名印

入学・編入学
　　　　　年　　月　　日　第 1 学年  入学
　　　　　　　　　　　  　第   学年編入学

転　入　学

　　　　　年　　月　　日

　　　　　年　　月　　日

　　　～　　　　年　　月　　日

学　　　　　籍　　　　　の　　　　　記　　　　　録

現住所

生
　
　
　
徒

ふりがな

　　　　　年度

　　　　　年　　月　　日

高等学校（全日制の課程・定時制の課程）生徒指導要録（参考様式）

2 4

ホームルーム

整理番号

31学年区分

氏　名

生年月日 　　　　　　　　年　　　　月　　　　日生

性
　
別

4

留　学　等

学　校　名

及　　　び

所　在　地

（分校名・所在地等）

課程名・学科名

　 　　　　　年　　　月　　　　日

  進　学　先

  就　職　先　等

　　　　　　　年　　　　　　　　　中学校卒業

卒　　　業

別紙２



（様式１裏面）

教
科

科目
修得単位数

の計

教
科

科目
修得単位数

の計

教
科

科目
修得単位数

の計

現代の国語 〃 〃

略 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

地理探究
令和３年事務連絡に基づき、

ジオグラフィーSLの履修及び

単位の修得をもって代替して

いる。

〃 〃

ジオグラフィーSL 6 〃 〃

略 〃 〃

〃 〃 〃

倫理
教育課程特例校制度を活用

し、フィロソフィーHLの履修

及び単位の修得をもって代替

している。

〃 〃

フィロソフィーHL 9 〃 〃

略 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

音楽Ⅰ
平成27年文部科学省告示第

127号に基づき、ミュージッ

クSLの履修及び単位の修得を

もってみなしている。

〃 〃

ミュージックSL 6 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

商
　
業

工
　
業

音
　
楽

各教科・科目等の修得単位数の記録

各
　
学
　
科
　
に
　
共
　
通
　
す
　
る
　
各
　
教
　
科
　
・
　
科
　
目

　
　
　
　
お
　
い
　
て
　
開
　
設
　
さ
　
れ
　
る
　
各
　
教
　
科
　
・
　
科
　
目

家
　
庭

情
　
報

地
理
歴
史

理
　
数

理
　
数

情
　
報

保
健
体
育

外
　
国
　
語

福
　
祉

家
　
庭

学
校
設
定
教
科

学
校
設
定
教
科

国
　
語

公
　
民

水
　
産

体
　
育

数
　
学

美
　
術

　
主
　
と
　
し
　
て
　
専
　
門
　
学
　
科
　
に

農
　
業

　総合的な探究の時間

看
　
護

　留学

理
　
科

芸
　
術

英
　
語

事務連絡１（２）

の記載例

事務連絡１（３）

の記載例

事務連絡１（１）



様式２（指導に関する記録）

区分 学年 1 2 3 4

A A A 5 3 B B B 3 3 6

B B B 3 5 A A A 5 4 9

B B A 4 3 A A A 5 3 6

※「観点別学習状況」欄には、左から「知識・技能」（職業に関する各教科については「知識・技術」）、「思考・判断・表現」、「主体的に学習に取り組む態度」の評価を記入

理
科

フィロソフィーHL

地理探究

修

得

単

位

数

評

定

修

得

単

位

数

各 教 科 ・ 科 目 等
評

定

令和３年事務連絡に基づき、ジオグラフィーSLの履修及び単位の修得をもって代替している。（事務連絡

１（２）の記載例）

ジオグラフィーSL

略

略

現代の国語

観

点

別

学

習

状

況

観

点

別

学

習

状

況

観

点

別

学

習

状

況

数
学

主
と
し
て
専
門
学
科
に
お
い
て
開
設
さ
れ
る
各
教
科
・
科
目

観

点

別

学

習

状

況

家
庭

情
報

国
語

地
理

歴
史

公
民

科　目　等

学

校

設

定

教

科

教科等

芸
術

商
業

水
産

工
業

農
業

家
庭

各
学
科
に
共
通
す
る
各
教
科
・
科
目

福
祉

理
数

体
育

音
楽

〃

学

校

設

定

教

科

理
数

倫理
教育課程特例校制度を活用し、フィロソフィーHLの履修及び単位の修得をもって代替している。（事務連

絡１（３）の記載例）

略

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

外
国
語

〃

音楽Ⅰ
令和３年文部科学省告示第127号に基づき、ミュージックSLの履修及び単位の修得をもってみなしている。

（事務連絡１（１）の記載例）

ミュージックSL

略

〃

保
健

体
育

〃

〃

〃

情
報

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

看
護

〃

〃

〃

総合的な探究の時間

美
術

〃

〃

英
語

〃

〃

〃

〃

〃

合　　計

小　　計

留　　学

ホームルーム
整理番号

学　　校　　名生　徒　氏　名

第2学年 第3学年 第4学年第1学年

各　教　科　・　科　目　等　の　学　習　の　記　録
修
得
単
位
数
の
計

備　　　　　考

評

定

修

得

単

位

数

修

得

単

位

数

評

定



1

ホームルーム活動

生徒会活動

学校行事

観　　点

生　徒　氏　名

432

特　　別　　活　　動　　の　　記　　録

総　合　的　な　探　究　の　時　間　の　記　録

学　習　活　動

内　　容 学　年

観　　　点 評　　　価

授業日数

第
1
学
年

第
3
学
年

第
2
学
年

総　合　所　見　及　び　指　導　上　参　考　と　な　る　諸　事　項

ならない日数

出席しなければ 出席日数 備　　　　　　考

2

第
4
学
年

出　　　欠　　　の　　　記　　　録

区分 授業日数 出席停止・ 留学中の 欠席日数

学年 忌引等の日数

1

3

4
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